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「世界標準の経営理論」の全体像
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組織心理学領域
個人心理学領域

社会学領域経済学領域



ライブ講師®実践会 live5.jp

内 容 （前半）
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ＳＣＰ（ポーター） と ＲＢＶ（バーニー）

情報の非対称性 取引費用理論

ゲームの理論 リアル・オプション

経済学
第１～１０章

組織心理学
第１１～１７章

人は「合理的」に行動する

経験するプロセス 「サ-チ」 「アスピ-レション」

知を得るプロセス
「代理体験」 「知の創造（ＳＥＣＩ）」 「知の移転」

記憶するプロセス
「ルーティン」 「シェアードメンタルモデル」

組織学習によるイノベーション 「両利き」
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内 容 （後半）
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個人心理学
第１８～２３章

リーダーシップ・モチベーション

認知バイアス・感情の理論

センス・メイキング（腹落ちの理論）

さまざまな個別理論の集合体

社会学
第２４～３２章

ネットワーク理論

正当性の制度理論

交渉力の資源依存理論

関係性のメカニズム

生態学の理論



リーダーシップの理論 （学者理論）
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リーダーシップ研究の歴史 ポイント

１ 個性の理論
(trait)1940～

リーダーの素養

２ 行動の理論
(behavior)1960～

リーダーの
行動スタイル

３ コンテンジェンシー理論
1970～

状況によって異なる
（有事のリーダー）

４ ＬＭＸ理論 （リーダー・メン

バー・エクチェンジ）1980～
だれが部下かによっ
て変わる

５ トランザクショナルＬＳ

1990～
関係性を重視する

６ トランスフォーメショナルＬＳ

（ビジョナリー） 1990～
ビジョンを示す

７ シェアード 2000～ 全員がリーダー

サーバントＬＳ
1970～

オーセンティック
（ありのまま）
ＬＳ 2000～

「世界標準の経営理
論」（入江章栄）より

ＰＭ理論(三隅)
1966～



モチベーションの理論 （学者理論）
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モチベーション研究の歴史 ポイント

１ ニーズの理論 1940～
（Ａ.マズロー）

欲求階層説

２ 期待の理論 1960～
（ビクトル・ブルーム）

やればできそう
見返りもある

３ ゴール設定理論1960～
（エドウィン・ロック）

ストレッチゴール
明確なフィードバック

４ 社会認知理論 1970～
（バンデューラ）

自己効力感
（自分はできる）

５ 職務特性理論 1970～
（リチャード・ハックマン）

多様性、一貫性、有
用性、自律性、結果
が見える

６ プロソーシャル 2000～
（ダニエル・バトソン）

お役立ち感

（アドラー）
私は大丈夫
仲間を信頼できる
私は貢献できる
1870年2月7日 –
1937年5月28日

「世界標準の経営理
論」（入江章栄）より

（テーラー）
科学的管理法
1856年3月20日 -
1915年3月21日



組織学習について
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「組織が学習する」とは

３つの競争の形
・ＩＯ型>ＳＣＰ競争戦略
・チェンバレン型(独占市場)>ＲＢＶ
・シュンペンター型>ダイナミックＣ

経験して

知を得て

記憶する

保存する

引き出す

観察する
（代理体験）

移転する

組み合わせる
（創造）

探索（サーチ・ザイジング）

深化させる
両利きの経営

ダイナミック
ケイパビリティー

ＣＥＣＩモデル
形式知・暗黙知

「世界標準の経営理論」 第２部マクロ心理学ディシプリン（入山章英）のまとめ

シェアードメンタルモデル

ルーティン

トランザクティブメモリーシステム
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